
⑥　点検

情報システム標準化に係る説明会 市職員

推進事業目標70個

③　主なアクティビティ（活動）とアウトプット（結果）

アウトプット（結果）

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

事務事業名 事業情報化推進事業

アクティビティ（活動）

38か所 30か所 203人受付 90人受付

1回 1回 20名 39名

情報化推進経費

合計参加者数10人

合計参加者数100人

④　初期・中間アウトカム（成果）

活動指標（回数・件数・日数等）
活動名 対象者

活動指標（参加者数・面積等）

地域情報化計画進捗管理 市職員

地域情報化計画達成事業数 71 70

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

4回/年 4回/年 実施事業数75個

マイナンバーカード普及啓発事業 市民

その他

―

シニアのためのスマートフォン教室 市民 48回 48回 合計参加者数119人

RPA導入職員向け研修

項

②　インプット（投入）

Ⅶ行財政運営の効率化

1市民満足度の高い行財政運営を進める

1行政運営

デジタル技術を活用した行政事務の推進

①　総合計画上の位置付けと事務事業説明

施策

施策内容

総務費

総務管理費

背景・課題

・急速な人口減少や人口構造の変化が進む中、質
の高い行政サービスの提供を維持するために、行
政事務の効率化やコストの削減を進めることが求
められています。
・社会のデジタル化が進む中、デジタル化の恩恵
を享受できる人と、享受できない人との「情報格
差」が生じています。

目的・意図

・持続可能な自治体経営を実現するために、デジ
タル技術を活用し、利便性の高い行政サービスの
提供と、行政事務の効率化を推進します。
・「情報格差」の解消に向けた取組を推進しま
す。

主
な
予
算
科
目

情報管理費

改善の余地 今後の方向性

□

業務の振り返り

⑤　最終アウトカム（成果）

指標名

職員年間勤務時間削減

指標名

市職員 1回 1回 合計参加者数12人

61

・地域情報化計画について、現行の計画期間が今年度で
終了となりますが、全体の進捗率としては71.8％になり
ます。
・シニアのためのスマートフォン教室について、参加し
た方のアンケート結果では、91％の方から「満足した」
との結果が得られました。

・地域情報化計画について、令和6年度から10年度まで
を計画期間とする次期計画を、今年度策定しました。今
後も、地域情報化計画に基づき、市民サービスの向上と
行政事務の効率化に取り組みます。
・今年度導入したRPAや、既存のAI-OCR等の活用を図
り、行政事務の効率化を推進します。
・「情報格差」の解消を図るため、引き続きスマート
フォン教室を開催します。
・国が進める情報システムの標準化について、標準化の
対象となる20業務のうち16業務を、令和6年度中に標
準システムに移行します。

コスト □ 活動

県内１位の数値

成果指標
Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

□ 成果 ■

ファイルサーバ管理システム導入

成果指標
Ｒ5年度実績値 Ｒ9年度目標値

0人分 5人分
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